
熊本県相良村（総務課企画復興係）

◎　調査目的

◎　調査対象

令和２年７月豪雨災害により所有している農地が被災した方

◎　調査方法

郵送により配布及び回収（令和２年１１月～１２月）

◎　配布及び回収数

◎　集計結果

相良村復興計画策定に伴う

農地被災者向け意向調査集計結果について

令和２年７月豪雨災害により農地が被災された方の今後の復旧・復興への意見等を把握し、相良村復興計

画の基礎資料とするため実施

配布数 回収数 回収率

358 255 71.2%

問１　あなたの農業形態について 問２　豪雨災害により被害を受けた農地の割合

問３　豪雨災害による農業収入について 問４　今後、農業を続けていきたいか

全農地の80％以上

30%

全農地の60～80％

16%

全農地の

40～60％

17%

全農地の20～40％

16.5%

全農地の20％未満

15%

無回答

6%

前年と変わらない

14%

前年比（ ）％の

収入となる見込み

39%

農業収入なし

31%

その他

9%

無回答

7%

農業を続けていきたい

46%

農業をやめたい（や

めざるを得ない）

8%

今はまだわから

ない

21%

既に農業を

やめている

18.0%

その他

4%

無回答

3%

専業農家

23.1%

兼業農家

41.6%農業法人

1.6%

非農家（すべての農地を

貸している等）

26.7%

その他

5.1%

無回答

2.0%
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（問４で「農業をやめたい・やめざるを得ない」を選択された方）

（問４で「農業を続けていきたい」を選択された方）

（問４で「農業をやめたい・やめざるを得ない」を選択された方）

問５　今後の農業経営（農地・設備）について 問６　農業をやめたい・やめざるを得ない理由

問８　農業を続けていく上での課題について（複数回答可）

問９　農業を続けていく上で必要な事項について（複数回答可）

（問４で「農業を続けていきたい」を選択された方） （問４で「農業をやめたい・やめざるを得ない」を選択された方）

問７　農業をやめたい場合、農地をどうしたいか

現状維持
80.1%

規模を拡大

したい
9.6%

規模を縮

小したい
5.9%

無回答
4.4%

被害が甚大で復旧などにか

かる経費の調達が難しい

5.7%

被災した農地で営農

できるかわからない

22.9%

後継者がいない

42.9%

以前からやめよう

と思っていた

14.3%

その他

11.4%

無回答

2.9%

農作業を全部

委託したい

10.5%

農地を貸したい

36.8%

農地を売って

しまいたい

44.7%

その他

5.3%

無回答

2.6%

7.9%

1.8%

17.6%

30.3%

42.4%

その他

取引先が被災している

資金の確保が難しい

後継者がいない

農業経営基盤（農地、農道等）の復旧の目途が立たない

0.9%

1.6%

4.0%

5.2%

6.3%

7.5%

8.9%

16.0%

21.4%

28.2%

その他

収益性の高い農作物への転換

農地集積

小作料（農地借地料）への支援

農地のかさ上げ

被災した設備（倉庫・農業用機械等）の修繕・再整備

ほ場（区画）整備

復旧及び再建に係る個人負担への支援

被災した農業用施設（水路・揚水機・農道等）の復旧

被災した農地の復旧
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・早く復旧作業に取りかかってほしい

・所有の農地の多くが被災したため早めの復旧をお願いしたい

・来年の作付に間に合うように復旧してほしい

・復旧が早くできる農地（被災が小さいところ）から作業を進めてほしい

○ その他（災害復旧関係）

・河川の堤防（かさ上げ等）や護岸を整備してほしい

・農地復旧が何年かかるのか早く知りたい

・農地の復旧や故障した農機具等の費用負担が不安

・将来、被災した農地が遊水地に指定された場合の補償等を知りたい

・自力で復旧する場合の除去した土砂の捨てる場所を確保してほしい

・災害復旧と合わせてほ場整備（大規模区画整備）を行ってほしい

・被災した農地は自分ではどうにもできない

・農地の復旧のスケジュール等を早く農家に説明してほしい

・用水路を整備し、水が安定供給できるようにしてもらいたい

・農業用の用排水路の土砂やヘドロを除去してほしい

・被災した農地ところの川幅を広げたり、遊水地にしてほしい

・川の水の侵入は仕方ないが、農地に流木等が入ってこないようにしてほしい

・農地をかさ上げしてほしい

○その他

・村独自の鳥獣被害対策を行ってほしい

・災害を機に耕作放棄地が増えると思うので、対策を考えてほしい

・水害常襲地帯の農地は、イベント会場広場や鮎釣り者の駐車場等に活用したらどうか

・畦畔が高い川沿いの法面は、ほ場整備と併せて低くしてもらいたい（草払い労力の軽減）

・補助金だけではなく、貸付金も検討してもらいたい

・農地の復興計画に関しては、国土交通省投の河川整備計画を念頭に策定してほしい

・後継者がいないため、農地を売ってしまいたい

・畦をコンクリート化してほしい

・魅力ある農業経営への支援

・たばこを耕作される方に委託していたが飼料稲への補助がなくなると耕作を諦めざるを得ない

・集水桝が破損し田んぼに水がしみてくるのだ直したいが、どこが破損しているかわからない

・高収益作物導入支援や営農指導を

・復興にあたっては、これ以上被害にあわないよう村独自の災害防止対策を取られるよう望みます

・今回のアンケート結果については全村民へ公表するとともに意向調査対象者へも結果報告を望みます

・若い人たちが農業を頑張ってますます発展してほしい

・滞りなく作物の栽培を続けられる環境整備が求められている

・農地の活用として「田んぼダム」や「遊水地」指定し補償をする制度を検討

・地域の特性に合った品目の開発が必要

・単にそのまま出荷するのではなく、加工し商品として販売できる作物を検討する

問10　その他、相良村の農業の復旧・復興・発展について、ご意見やご提案などありましたらご記入ください。

〇 被災した農地や農業用施設（用水路、ポンプ等）の早急に復旧してほしい

・今回の災害で高齢となりつつある私たち夫婦にとって農業に対する意欲まで失ってしまった。後継者がいない

ため早く農地を復旧し農地を利用していただける方に貸したい

・川辺川を有効に活用し、相良村に昔からあり我々があまり重要視していないもの等に価値を再発見し、ある

いは手を加えて外へ向かって発信していくことが必要

・徳島県の上勝町の葉っぱビジネスの例にみられるように高齢者が関われるような農産工芸品の開発も必要
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・高原台地を畑地灌漑して野菜を産地化する。農道も整備する

・自由に使えて安い水、排水路の整備

・新村橋がないと困ります。新村橋の復旧は可能なのか

・安心して農地を確保しつつ、農業収益を上げる出来る農地復旧（復活）を

・高原台地は被害がなかったが、農道の未舗装部が多く、防風林もあり鳥獣被害に悩まされている。

・六反田、二反田の田に河川敷の土を運んで整地してほしい

・田んぼの基盤整備をしたときに、堤防の嵩上げを国へ要望したら堤防から数メートルを提供してもらえればで

きるかもしれないと言われた。今回は、ちょうどその部分が浸水した。

・村の大部分を占しめている山（森林資源の管理、育成、利用）は洪水や土砂崩れ防止等の防災の視点

からも配慮が必要

・就労者の高齢化・担い手不足対策、耕作放棄地の有効活用、役場や農業委員会の指導・教育、他の

市町村に負けないような基本理念を出していますか？まずは実行を

・洪水により農地に良い土が堆積している。それを利用でないか（野菜が良く育つ・昔あどが入れば作物は良

くできると聞いたような気がする）

・人吉球磨は、すり鉢のように山に囲まれ川底が高くなっている。川底を下げ川幅を広げることが一番ではない

か
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